
（別紙３）

～ 令和8年1月23日

（対象者数） 21名 （回答者数） 14名

～ 令和8年1月23日

（対象者数） 4名 （回答者数） ４名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

定期的な児の状態をアセスメントし、計画に取り

入れていく

2

園外での交流が難しいため、附属乳児院との交流

を主に進められるよう検討していく

3

活動室の環境を整備するとともに、感染症発症時

の訓練を繰り返し行い、確実な感染予防に努める

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

施設と相談しながら、交流の幅を広げていく

2

安全に療育を行うために、購入検討する

3

センター内に、診療部、リハビリ部があり支援学校

とも併設しているので、相談、連携がとりやすい

利用児の成長に合わせて、リハビリと相談し適宜対

応している

他部署が実践している全体行事などにも参加し、療

育内容に幅が広がる

栄養課とのコラボ企画があったり、他部署の職員と

も交流できるよう、話あっている

センター内で統一されたマニュアルがある 施設内や、支援学校での感染症対応に活かし、安全

な活動となるように取り組んでいる

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

外部との交流が少ない 感染対策を考慮し、活動を拡大できていない

室内環境、用具の整備 施設が保有している椅子などを使用しており、老朽

化が進んでいる

令和8年1月19日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
年　月　日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 徳島赤十字ひのみね医療療育センター　ほっぷ

○保護者評価実施期間
令和7年12月22日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


